









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料②原子力船 ｢ むつ ｣ 主要目
原子力船 ｢ むつ ｣ 主要目








船体構造 耐座礁 • 耐衝突 • 耐浸水
原子炉 型式 • 数 加圧軽水冷却型   1 基
熱出力 約 36‚000 キロワット
燃料 酸化ウラン（低濃縮）
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の相違については、田村鉄男
『悲劇の原子力船「むつ」－いま明かす漂流
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」ではなく、
「政治団体



















・1999 年 11 月 ・・・木村太郎衆議員、山崎力参議員が協会脱退、協会分裂。
・1999 年 12 月 ・・・木村太郎衆議員が自民党に入党。
・2000 年　2月 ・・・自民党県連与党に転換、協会所属の県議 7人自民党会派へ。
・2000 年　3月 ・・・県議 7人、自民党に復党。
・2000 年　4月 ・・・山崎参議員、自民党入党。
・2000 年　6月 ・・・衆院選で協会顧問の三村申吾が初当選。




・2002 年 10 月 ・・・知事選で木村現知事以外の候補者擁立決める。
・2003 年　1月 ・・・知事選で推薦候補が約 8万票差で敗退。
・2003 年　5月 ・・・木村知事辞職。
・2003 年　6月 ・・・知事選で推薦候補が約 2万票差で敗退。
・2003 年　7月 ・・・民主党と自由党が合併合意、協会は民主党県連に合流決定。
・2003 年 11 月 ・・・衆院選本県小選挙区で自民 4議席独占。
・2003 年 12 月 ・・・田名部匡省・民主党入り。
・2004 年　3月 ・・・解散を正式に決定。
出典：「解散―県民協会の 6年余」『東奥日報』2004 年 3 月 8 日。
― 176 ―
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れの中で、政党の離合・集散がくりかえされて
きたが、民主党の結成により、我が国の政党は、
自民党と民主党の対立に象徴されるように、本
格的な「二大政党」の時代に突入した。
中央政界での政党再編成の影響を受けて、本
県の政界も自民党と民主党による「二大政党」
対立の時代を迎えることになった。すなわち、
中央政界で、民主党と自由党が合併したのを契
機に、青森県内においても二大政党制を目指す
ために、政治団体である「県民協会」が2004
年3月、民主党県連に合流し、初代代表に田名
部匡省・参議院議員が就任した。
ただ懸念材料は、県内の民主党が、中央とは
異なり、各地域において組織が弱体で、新たな
人材の発掘と合わせて22、組織固めが当面の課
題となったことである。
＜注＞
（１）県民協会は「政党」としてではなく、選挙
運動を行う「政治団体」として発足したのが
特徴である（『デ－リー東北』2004年3月8
日）。
（２）『東奥日報』1994年5月3日、『東奥年鑑　
1995年版』〔東奥日報社、1994年〕、172頁。
（３）『陸奥新報』1994年5月3日、同上『東奥年
鑑　1995年版』、121頁。
（４）同上『東奥年鑑　1995年版』、121頁。
（５）『東奥日報』1994年5月3日。
（６）藤本一美『日本政治の転換　1996年~2013
年』〔専大出版局、2014年〕参照。
（７）『東奥年鑑　1999年版』〔東奥日報社、1998
年〕、74頁。
（９）『東奥日報』1999年4月12日、藤本一美『戦
後青森県政治史　1945年~2015年』〔志學社、
2016年〕、347、354、356頁。ちなみに、今
回の県議選では、その他に、公明党が２名、
社民党が２名、共産党が2名、無所属が8名、
当選した。
（９）『東奥日報』1998年2月12日。
（10）同上、1999年11月29日。
（11）『陸奥新報』1999年11月29日。
（12）『東奥日報』1999年11月29日。
（13）同上。
（14）「県民協会幹部、２国会議員との一問一答」
同上。
（15）「激震“県民協会”分裂―１」同上。
（16）「県民協会が正式解散」同上、2004年3月8
日、『陸奥新報』2004年3月8日、『デーリー
東北』2004年3月8日。
（17）『東奥日報』2004年3月8日、なお、中央政
界における政党の離散・集合については、さ
し当り、藤本一美『戦後政治の決算　
1971~1996年』〔専修大学出版局、2003年〕、
藤本、前掲書『日本政治の転換　1997~2013
年』などを参照されたい。
（18）『デ－リー東北』2004年3月8日。
（19）同上。
（20）『陸奥新報』2004年3月8日。
（21）『東奥日報』2004年3月8日。
（22）「政治」『東奥年鑑　2005年版』〔東奥日報社、
2004年〕、78頁。
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